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昭
和
45
年
に
立
科
町
の
白
樺
高
原
に
清
瀬
市
が
山
荘
を
建
設
し
て
以
来
、
44
年
が
経
過
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
多
く
の
清
瀬
市
民
の
皆
様
が
白
樺
高
原
を
訪
れ
、
立
科
町
の
自
然

や
文
化
に
触
れ
、
特
産
物
等
も
好
評
を
得
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
を
機
に
自
然
災
害
の
怖
さ
と
防
災
対
策
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
、

お
互
い
助
け
合
い
、
協
力
す
る
こ
と
で
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成

24
年
７
月
に
災
害
時
相
互
応
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
平
成
25
年
９
月
に
は
、

災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
利
用
の
た
め
の
福
祉
施
設
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）
と
災

害
時
相
互
支
援
協
定
の
締
結
及
び
社
会
福
祉
協
議
会
相
互
の
支
援
協
定
の
締
結
を
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
相
互
の
住
民
の
信
頼
と
尊
敬
を
礎
と
し
て
育
ま
れ
て
き
ま

し
た
こ
れ
ま
で
の
友
好
関
係
を
更
に
促
進
す
る
た
め
、

平
成
27
年
３
月
26
日
、
立
科
町
役
場
に
お
い
て
友
好

交
流
都
市
提
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
豊
島
区
と
立
科
町
の
交
流
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
か
ら
区
内
の

小
学
生
た
ち
の
夏
季
林
間
学
校
を
立
科
町
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
「
耕

福
館
」
を
は
じ
め
、
白
樺
高
原
を
中
心
に
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
体
験
交
流
に
沿
う
よ
う
に
区
・
町
の
交
流
も
始
ま
り
両
首
長
の
相

互
訪
問
も
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
立
科
町
で
の
体
験
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
互
い
に
成
長
す
る
願
い
と
豊
島
区
と
立
科
町
の
絆
を
深
め
る
た

め
に
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
発
祥
の
地
で

あ
る
区
の
元
木
か
ら
の
苗
木
10
本
を

譲
り
受
け
、
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
他

に
交
流
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

企画振興係

豊島区植樹式

清瀬市友好交流都市
協定締結式

企画振興係

清瀬市長
渋谷 金太郎

立科町長
小宮山 和幸
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合　計
2,155.5 t

平成26年度ごみ処理量
容器プラ・トレイ
72.7t（3.4％）
ペットボトル
16.4t（0.8％）
びん・缶
85.8t（4.0％）
紙・衣類
277.2t（12.8％）
有害ごみ
3.9t（0.2％）
粗大ごみ
37.1t（1.7％）
不燃ごみ
63.2t（2.9％）

可燃ごみ
1,599.2t（74.2％）

可燃ごみの組成分類

木・竹・わら類
20.8t（1.3％）

紙・布
809.2t（50.6％）

不燃物類 
33.6t（2.1％）
ビニール・ゴム・
合成樹脂類・皮革類
175.9t（11.0％）

平成26年度
可燃ごみ投入量実績
1,599.2t

厨芥類
559.7t（35.0％）

ごみの資源化・減量化にご協力ください！

町全体総排出量　2,155.5ｔ（平成25年度：2,168.3ｔ）
町民１人当たり年間排出量	 279.0㎏
　　　　　　　１日排出量	 764.3ｇ（茶わん約５杯分）

人口（平成27年１月１日現在）
7,727人（外国人含む）

立科町のごみ処理状況

環境保健係
　平成26年度は、前年度比較で、約13ｔのごみが減りました。
　ごみの資源化・減量化にご理解ご協力をいただき誠にありがとうございます。平成27年度以降も引続きごみ
の資源化・減量化にご協力ください。

しいなちゃん！このごみ　　どっち？

しいなちゃん！このごみ　　どっち？

立科町マスコットキャラクター
「しいなちゃん」

環境保健係誤　容器包装プラスチック及び
ビニールの指定袋に入れ
て出す。

㊣ 可燃ごみ（赤い指定袋へ）
クリアファイルは、製品プラスチックで
あり、容器包装に該当しないため、可燃
ごみの指定袋に入れて出す。

こ
の
ご
み
の
分
別
方
法
は
？

クリアファイル

ちょっと待って！

　川西保健衛生施設組合は、立科町、東御市、佐久市が共同で維持管理運営をしており、毎年、各市町からのごみ
の搬入量に応じて、費用を負担しています。
　ごみの排出量が減れば、町の費用負担も少なくなりますので、ごみの減量化にご協力ください。

１　「ごみゼロの日」県下一斉行動について
　　県では、県下統一の行動日を設け、環境美化運動を推進しています。
　　町においても町内の環境美化を図るため、県の統一行動日を中心として清掃活動等を推進しています。
　　住民の皆様も各地区での清掃活動等にご理解ご協力ください。
　　統一行動日　　５月31日㈰
　　テーマ　‌�「ごみひろい　こころもすっきり　いいきぶん」� ‌

（平成26年度　ごみの散乱防止と3Rを進めるための標語コンテスト入賞作品）
２　「食べ残しを減らそう県民運動」について
　　県では、食品の廃棄を減らすため、「たべきり応援幹事心得」を次のとおり呼びかけています。
　　町においても食品の廃棄を減らしましょう。
⑴　「残さず食べよう」と呼びかけて食べ残しが出ないようにしましょう。
⑵　「残ったお料理」は食べられる人に勧めましょう。
⑶　「有るを尽くして」食べきるよう呼びかけましょう。
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肺がんCT検診のお知らせ 環境保健係

　平成27年度の肺がんCT検診を下記の日程で行います。
　肺がんCT検診では、15ミリ～20ミリの早期のがんの発見ができ、がんが治る確率を高めることができます。
是非肺がんCT検診をお受けになることをお勧めします。
　CT検診は検診車で行います。貴金属類を身につけていなければ、そのままの服装で５分程度の撮影で行えます。
　検診申込書にて申込みいただいた方には通知をさせていただいております。
　尚、予約制となっておりますので、キャンセルや変更を希望される方、また、通知がお手元に届いていない
方で、受診を希望される方は、必ず役場環境保健係までご連絡ください。

　●日　程　５月18日㈪、19日㈫、20日㈬　　15名／30分　予約制
　●対象者　40歳以上 （※受診間隔　＝　喫煙者は毎年、非喫煙者は３年に１度）
　●場　所　老人福祉センター
　●料　金　2,000円
　　　　　➡
　肺がんは、日本人のがん死亡の中で最も多いがんです。肺がんとたばこの関係はよく知られているところで
すが、喫煙量が多い方や、たばこを吸い始めた年齢が若い方ほど、発生の危険度が増すと言われています。

平成27年度

]

知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い

『
た
ば
こ
』
の
健
康
へ
の
影
響

　
た
ば
こ
は
、
が
ん
や
循
環
器
疾
患
、
糖
尿
病
、
慢
性

閉
塞
性
疾
患
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
）
等
の
危
険
因
子
で
あ
る
ほ

か
、
低
出
生
体
重
児
の
出
生
の
要
因
に
も
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
た
ば
こ
は
喫
煙
者
本
人
の
み
で
な
く
、
た
ば

こ
の
煙
（
副
流
煙
）
に
よ
る
そ
の
周
囲
の
人
の
受
動
喫

煙
も
病
気
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
特
に
未
成
年
期
の
喫
煙
は
健
康
へ
の
影
響
が
大

き
く
、
成
人
期
で
の
喫
煙
の
継
続
に
つ
な
が
り
や
す
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

５
月
31
日
は
、
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す
!!

　

５
／
31
～
６
／
６
は
「
禁
煙
週
間
」

こ
の
機
会
に
、
分
煙
・
卒
煙
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
？

環境保健係

保
健
ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
で
進
め
よ
う
禁
煙
・
分
煙
!!

　
町
で
は
、
た
ば
こ
の
煙
（
副
流
煙
）
に
よ
る
受
動
喫

煙
を
な
く
す
環
境
づ
く
り
と
、
禁
煙
支
援
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
昨
年
度
は
保
健
委
員

会
で
地
域
の
公
民
館
等
に
禁
煙
・
分
煙
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
を
し
ま
し
た
。

　
『
禁
煙
は
大
事
な
人
へ
の
思
い
や
り
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
今
年
度
も
活
動
し
て
行
き
ま
す
！

　
禁
煙
を
ご
希
望
の
方
に
は
、
専
門
医
療
機
関
等
を
ご

紹
介
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
!!

　
地
域
ぐ
る
み
で
禁
煙
・
分
煙
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

 禁
煙
は

大
事
な
人
へ
の
思
い
や
り

☆立科町は禁煙・分煙を応援します!!
◆‌�禁煙をご希望の方は医療機関などご紹介する
こともできますのでお気軽にご相談ください。
◆公共の場では、分煙・禁煙を心がけましょう。

製　作：立科町役場　環境保健係（H26年６月）

ポスターご希望の方は、
環境保健係まで!!
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佐
久
市
・
軽
井
沢
町
・
立
科
町
・
御
代
田
町
を
組

織
市
町
と
す
る
「
佐
久
市
・
北
佐
久
郡
環
境
施
設
組

合
」
は
、
佐
久
市
平
根
地
区
を
建
設
地
と
し
て
「
新

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー（
ご
み
焼
却
施
設
）」
の
整
備
計

画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
組
合
で
は
、
長
野
県
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ

く
手
続
を
進
め
、
施
設
の
建
設
及
び
稼
働
に
伴
う
周

辺
環
境
へ
の
影
響
を
予
測
・
評
価
し
、
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
の
環
境
保
全
措
置
等
を
取
り
ま
と
め
た

「
評
価
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
評
価
書
に
つ
い
て
、
長
野
県
に
よ
る
公
告
・

縦
覧
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
縦
覧
期
間

　
平
成
27
年
４
月
27
日
㈪ 

～ 

５
月
26
日
㈫

　
午
前
８
時
30
分 

～ 

午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
の
休
日
を
除
く

◆
縦
覧
場
所

　
立
科
町
役
場
町
民
課
窓
口

◆
電
子
縦
覧
（
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

　
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、
評
価
書
の
電
子
縦

覧
が
で
き
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

　
佐
久
市
・
北
佐
久
郡
環
境
施
設
組
合 

事
務
局

　
建
設
係
（
電
話 

０
２
６
７
─
６
２
─
２
９
１
６
）

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
に

係
る
環
境
影
響
評
価
書
の

公
告
・
縦
覧
に
つ
い
て

　薄着になる機会が増える時期だからこそ、
減量を考えている方も多いのでは？冬場にた
め込んだ脂肪を燃やしたい！と考えている人、
必読です！

●食べなければ太らないは、大間違い！
　食生活に気を付けているつもりなのに、やせない、太るといった悩
みのある人はいませんか？それは、食事から得た栄養素を効率よくエ
ネルギーに変え、体内の脂肪を元気に燃やす体内環境が整っていない
からです。
　脂肪をためないためには、食事でとったエネルギーが体内で効率よ
く分解し、どんどん燃やすこと。ただしエネルギーが燃えるためには、十分な酸素と水とビタミンやミネラルが必要
になります。無理に食事量を減らしてしまうと、栄養バランスが偏っているので脂肪が燃えず、体内にため込んでし
まいます。

太りやすい食生活をしていませんか？
環境保健係

食育
みんなで

●こんな食生活は太るもと！
食事のとり方、食事の内容に問題はないでしょうか？

食事のとり方
□ 朝食は食べず、昼食と夕食に重点を置いている
□ 夕食後３時間以内に寝てしまう日がある
□ 食事時間が不規則で、夜食をとることもある
□ 早食い、ドカ食い、ながら食いに心当たりが
　 ある
□ よく間食をとるかアルコールをよく飲む
□ 満腹にならないと気が済まない
□ ‌�ほとんど体を動かさずに、いつもと同じように

食事をしている
□ 飲む、食べることでストレスを発散する　

食事の内容
□ 主食はご飯に換算して１日５膳以上
□ 主食はご飯に換算して１日２膳以下
　 （そば、うどん各１玉＝ご飯１膳半に換算して）
□ 魚より肉を選ぶことが多い
□ 脂っこいものや揚げ物が多い
□ 小魚、海藻、豆、大豆製品を１日１回食べていない
□ ごまやナッツ類はほとんど使わない
□ 野菜やキノコ類を食べるのが１日１回以下の日がある
□ 果物はあまり食べない
□ 根菜やイモ類を食べるのが週に３回以下
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５月５日～11日は「児童福祉週間」です。

児童福祉週間とは
　すべての子どもが家庭や地域において、豊かな愛情に包まれながら健やかに育つことは、社会の宝である
子どもたちに対する国民全体の願いであります。児童福祉の理念の一層の周知と子供を取り巻く諸問題に対
する社会的関心の喚起を図るため、昭和22年から毎年５月５日の「こどもの日」から１週間を「児童福祉
週間」と定めています。

平成27年度児童福祉週間標語
『世界には　君の輝く　場所がある』
　＊厚生労働省では毎年９月頃から標語の募集をしています。

各種取組
週間中は全国で各種事業及び行事を行います。詳細は厚生労働省HPをご覧ください。

住民福祉係

ぜひ行事に
お出かけください

　平成27年介護保険制度改正について、８月より実施される制度改正についてお知らせ致します。
　一定以上の所得のある方の利用者負担割合の変更と、施設入所の際の負担限度額認定の要件が下記のように変
更となりますので、ご理解のほどお願い致します。

① 一定以上所得者は利用者負担が２割になります

　介護保険の利用額は、原則１割負担となっておりましたが、下記の要件に該当する方は、２割負担となります。

　●65歳以上で、本人の合計所得金額が160万円以上の人。
　●‌�同一世帯の第一号被保険者の「年金収入+その他の合計所得金額」が単身で280万円以上、２人以上世帯で
346万円以上の人。

② 施設を利用している方の食費・居住費の負担限度額に資産等の要件が加わります

　所得が低い方で、介護保険施設及び短期入所（ショートステイ）を利用している方の食費・居住費の負担限度
額の認定について、下記の要件に該当する場合は、認定されなくなります。

　●住民税非課税世帯でも、世帯分離している配偶者が住民税課税の場合。
　●住民税非課税世帯（世帯分離している配偶者も非課税）でも預貯金が単身1,000万
　　夫婦2,000万円を超える場合。

介護保険制度改正について

介護保険施設の多床室の居住費の変更について
※平成27年４月１日より、介護保険施設の多床室の負担限度額が下記のとおり見直されております。

　現在発行している介護保険負担限度額認定証に多床室に係る負担限度額欄には、320円と記載しておりますが、
平成27年４月１日より370円に改定されておりますので、有効期限までは読み替えてご利用いただきますよう
お願い致します。

平成27年３月31日まで
320円

平成27年４月１日から
370円

住民福祉係
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　二十歳になると、学生の方も国民年金に加入し保険料を納める必要があります。しかし、学生の方は一
般的に所得がないため保険料を自分で納めることが困難ですので、本人の前年度所得が※一定額以下の場
合は、在学期間中の保険料納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
※所得のめやす　118万円＋（扶養親族の数×38万円）で計算した額以下

①申請手続き（毎年度申請が必要です）
　受付窓口は、役場住民福祉係です。なお、申請手続きには次のものが
必要です。
　１．在学証明書または学生証（写しでも可）　２．印鑑

②対象となる学生
　‌�　大学（大学院含む）や短期大学、専門学校および各種学校などに在
学する、昼間、夜間、定時制、通信課程の学生です。

＊この制度の申請にあたっては、以下の点にご留意ください。
　１）‌�この期間は老齢基礎年金を受けるために必要な期間（受給資格期間）に算入されますが、受給する

年金額には反映されません。
　　　‌�そこで、学生納付特例が承認された期間の保険料は、10年以内（平成27年４月分は平成37年４月ま

で）であれば、古い期間から順に納付が可能です。（ただし、承認を受けた年度の翌年度から起算
して３年目以降は当時の保険料に一定の金額が加算されます。）

　２）障害基礎年金、遺族基礎年金の受給資格期間に算入されます。（一定の受給要件があります。）

＊‌�平成26年度に学生納付特例の承認を受けられた方で、引き続き同じ学校に在学される方には、ハガキ形
式の学生納付特例申請書が、日本年金機構から送られてきますので、必要事項を記入し返信することに
より、今年度の申請手続きが完了します。

地域包括支援センターです！こち ら 住民福祉係

「はつらつチェックリスト」のご協力をお願いします！
　毎年４月上旬に、65歳以上の方（介護保険の認定を受けている方を除く）を対象に
「はつらつチェックリスト」へのご協力をお願いしています。
　このチェックリストは、国で定めた25項目の質問に「はい」・「いいえ」で回答いた
だくもので、足腰等の機能の低下や、閉じこもりや物忘れの心配のある方を早めに把
握し、必要な介護予防サービスを紹介したり、介護予防教室などへお誘いするために
活用しています。
　お手元にチェックリストが届いた方は、ご記入いただき投函または住民福祉係へ提
出をお願いします。

地域包括支援センター・住民福祉係

国民年金保険料
学生納付特例制度

住民福祉係



8広報たてしな  2015年５月

第５回サポートスタッフ講習会
平成27年度　サンスポート佐久 開催のお知らせ

　「サンスポート佐久」は、長野県障がい者福祉センター「サンアップル」のサテライト施設として、東信
地域の障がいのある方々の運動・スポーツをサポートするために活動しています。
　この講習会では、サンスポート事業の紹介やサポートスタッフ（登録ボランティア）制度の説明の他、
実際のスポーツ支援（出前スポーツ教室）の体験も行います。一緒に楽しく身体を動かしながら、障がい
のある方のスポーツをサポートする方法を学びましょう。
　ボランティアとしてサンスポート佐久の活動を支えていただける方、障がいのある方のスポーツ活動に
興味のある方、ぜひご参加ください！

◆個人情報・肖像権について
　申込用紙の提出をもって、下記について承諾したものとします。
○主催者が撮影した写真が、年報・ホームページ・広報紙で公開されることがあります。
○認められた報道機関が撮影した写真・映像が、各報道機関で掲載、放送されることがあります。
○‌�個人情報は、本講習会に関する目的および今後のサポートスタッフの皆様への連絡手段にのみ使用
させていただきます。

◆日　　時　　平成27年５月９日㈯
　　　　　　　午後１時～４時30分　（受付午後12時30分～）
◆会　　場　　立科町老人福祉センター　集会室（立科町芦田2523）
◆対 象 者　　障がいのある方のスポーツ支援活動、ボランティア活動、
　　　　　　　サンスポート佐久の事業に関心があり、賛同していただける方　
　　　　　　　※原則として高校生以上（障がいの有無、資格や職業等は問いません。）

◆定　　員　　15名程度
◆内　　容　　☆説明：「サンスポート佐久の活動・サポートスタッフ制度について」
　　　　　　　☆実技：「障がいのある方と一緒に楽しむレクリエーション・スポーツ」
　　　　　　　（地域の障がいのある方を対象とした出前スポーツ教室の体験・サポートを行います。）

◆参 加 費　　無　料
◆持 ち 物　　動きやすい服装、上履き（運動靴）、筆記用具等
◆募集期間　　平成27年３月25日㈬～５月７日㈭
◆申込方法　　所定の申込用紙にご記入のうえ「サンスポート佐久」まで、次の方法でお申し込みください。
　　　　　　　①持参　②郵送　③FAX　④Eメール
　　　　　　　（郵送、FAX、Eメールは、到着をもって受け付けたものとします。）

◆そ の 他　　講習会終了後、希望される方にはサポートスタッフへの登録をお願いしています。
　　　　　　　※詳細につきましては「サンスポート佐久」にお問合せください。

〒384－0414　佐久市下越16－5　あいとぴあ臼田内
障がい者スポーツ支援センター佐久「サンスポート佐久」　
TEL/FAX：0267－82－6781　Eメール：sunsaku@mx1.avis.ne.jp
担当：矢﨑 萌斗・小林 いつき

お問合せ・申込み先
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集団予防接種により、Ｂ型肝炎ウィルスに感染された方へ

給付金の支給についてのお知らせ
環境保健係

　国では、過去の集団予防接種等（予防接種とツベルクリン反応検査）の注射針・筒の連続使用が原因でＢ型
肝炎ウィルスに感染したと認定された方、その方から母子感染（父子感染含む）した方等を対象に給付金を支
給します。

注）‌�昭和23年７月１日～昭和63年１月27日までの予防接種やツベルクリン反応検査を、満７歳になるまで
に受けたことなどが、裁判上の手続きにより認められた方が対象となります。

◆相談・手続き等は、厚生労働省の相談窓口へ直接お問合せください◆

お問合せ先

厚生労働省電話相談窓口 電話　03－3595－2252
＊年末年始除く、平日９時～17時

厚生労働省ホームページ
Ｂ型肝炎訴訟について  検索

（インターネット検索サイトで検索してください）
＊対象となる方、手続きに関する資料掲載
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お問合せ・申込み先
　町民課　住民福祉係
　電話：56－2311
　有線：2311

住民福祉係
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職　名 氏　名 職　名 氏　名

団　　　長 大島龍太郎 ラ ッ パ 長 掛川　　実

副　団　長 山浦　　洋 副ラッパ長 中村　　収

副　団　長 永原　幹夫 本　部　長 伊藤　千織

分団名 分団長 副分団長 分団名 分団長 副分団長

町 上原　邦義 本間　賢一 細　　谷 田中　辰也 山浦　敬信

古　　町 岩下　尚史 児玉　祐二 山　　部 關　　　大 間ケ部昌紀

野　　方 滝澤　秀春 清水　慶一 牛　　鹿 中村　和栄 浦野　勇次

赤　　沢 櫻井　大輔 山浦　英明 外　　倉 今井　盛靖 佐藤　光平

塩　　沢 小林　一徳 真瀬垣　大 宇　　山 今井　敬介 今井　由春

西 塩 沢 小林　伸也 市川　　大 茂 田 井 大澤　隆英 大澤　和興

藤　　沢 矢島　　崇 中島　敬博 蓼　　科 翠川　慎治 百瀬　　一

桐　　原 宮澤　武志 佐藤　英明 大　　城 堤　己喜夫 依田　清澄

　平成27年度立科町消防団幹部及び新入団員任命式が４月２日に権現山運動公園屋内運動場で行われました。
　大島団長より分団長以下の新幹部（分団長、副分団長、班長）48名、新入団員18名に辞令が交付されました。
　また、４月５日には川西消防署員の指導の下、幹部・新入団員を対象に講義及び規律訓練が実施されました。
　立科町消防団は昨年同様の総勢378名です。

平成27年度 立科町消防団幹部構成

　去る３月６日、消防庁長官表彰の表彰式が行わ
れ、立科町消防団が表彰旗を受章しました。
歴代の団長以下現在にわたる全ての消防団員のみ
なさんの努力やご家族並びに関係各位の皆様のご
協力により受章できました。この受章に恥じぬよ
う、今後も引き続き消防団は住民の生命・身体・
財産・安心・安全を守っていきます。

平成27年度 立科町消防団幹部名簿

平成26年度消防庁長官表彰「表彰旗」を受章しました！

総務財政係
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軽自動車税の減免について
　次の手帳をお持ちの方で自らが運転する軽自動車、またはその方の外出・送迎等のために使用する軽自動車
で、所有・使用要件及び障害等級等の要件を満たす場合は、軽自動車税が減免されます。（自家用の軽自動車
１台に限ります。）

税務係

・身体障害者手帳　　　　　　　・療育手帳
・精神障害者保健福祉手帳　　　・戦傷病者手帳

　自動車税（県税）の減免を受けている場合は、軽自動車税の減免を受けることはできません。
　申請期限は平成27年５月29日㈮、手続きは役場税務係までお願いします。
　減免申請に必要な書類、障害等級要件等については役場税務係にお問合せください。

税務便り

～不動産を取得したときの税金～
不動産取得税についてのお知らせ

お問合せ先
　長野県佐久地方事務所税務課課税第二係　TEL 0267－63－3138　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mailアドレス：sakuchi-zeimu@pref.nagano.lg.jp

　不動産取得税は、不動産（土地・家屋）を取得したときに、取得した方に納めていただく税金（県税）です。
　納税額は、課税標準額（税額計算の基礎となる額）×税率です。

　課税標準額は、新築家屋については、「固定資産評価基準」により算出した評価額、その他の不動産について
は、原則市町村の固定資産課税台帳に登録されている価格です。
　税率は、土地や住宅は３％、住宅以外の家屋は４％です。
　なお、一定の要件を満たす住宅を取得した場合は、税の軽減措置があります。

土地・家屋を売買等で取得された方
　土地や家屋を購入された場合などは、所有権移転の登記月の概ね４ヶ月後に、納税通知書をお送りしますの
で納税をお願いします。

住宅等を新築された方
　通常は、住宅等を新築された翌年７月頃に納税通知書をお送りします。（特例控除によって免税点未満となり、
納税通知書が送付されない場合もあります。）

　不動産を取得した場合は、不動産取得申告書の提出をお願いします。

詳細は、長野県公式ホームページ
http://www.pref.nagano.lg.jp/zeimu/kurashi/kenze/aramashi/aramashi/fudosan/index.html
をご覧ください。

広報11月号に掲載いたしました二輪車等の税率の改正につきましては、平成28年４月１日からに延期
されました。

手帳の種類
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春の全国交通安全運動

５月11日㈪から５月20日㈬まで
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交通安全
総務財政係

運動のスローガン 「信濃路は  ゆとりの笑顔と  ゆずりあい」

交通安全街頭指導
　新入学児童の安全確保のため、４月７日から14日まで交通安全推進指導員、役場職員を中心に小学校周辺や通学路
の横断歩道で街頭指導を行いました。
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新着図書

図書室だより図書室だより お願いお願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。

「北陸新幹線沿線百名山」
長野～金沢沿線北陸信越の山旅へ…
栗田貞多男（編・著）　市川董一郎・伊久間幸広・PCN倶楽部（著）　信濃毎日新聞社（出版）
３月に開業した北陸新幹線。沿線の広大な山域から百名山を厳選。
最寄りの北陸新幹線各駅、及び、高速自動車道ICから登山口まで
の概略交通経路、及び登山コースをはじめ、標準的山行（行程）、
登山適期、略図と登山コースタイム等を掲載する。
……………………………………………………………………………

「信州善光寺案内」
善光寺事務局（監修）　しなのき書房（出版）
信州善光寺を「知る」「見る」「感じる」ためのガイド。善光寺信
仰の深さ、代々継承されてきた年中行事、国宝の本堂や山門と
いった文化財、見落としてしまいがちな境内石造物など、多岐に
わたって紹介する。
……………………………………………………………………………

「家族シアター」
辻村深月（著）　講談社（出版）
お父さんも、お母さんも、おじいちゃんも、おばあちゃんも、娘も、
息子も孫だって…。ぶつかり合うのは、近いから。家族は、ややこし
くも愛おしい。７つの「わが家」でおきた、忘れられない７つの物語。
……………………………………………………………………………

「もしも宇宙でくらしたら」 
山本省三（作）　村川恭介（監修）　WAVE出版（出版）
宇宙で暮らすとどうなるの？無重力のしくみ、歩き方、食べ物、
料理、着替え、トイレ、スポーツ、知りたいことがいっぱい！宇
宙ステーションで暮らす小学生ひかるが、楽しい毎日を紹介する、
ちょっと未来のお話。

図書室利用案内

●月曜日～土曜日　午前９時30分～午後６時
　　　　　　　　　（土曜日は午後５時まで）
●日曜・祭日　　　午後１時～午後５時
＊お一人  ５冊まで  ２週間借りられます

開室時間

乳幼児のためのおはなし会
日時　５月27日㈬　午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児～
大型絵本・パネルシアターなど

親子でお楽しみください！

お知らせ 「ちゅうりっぷの会」による

立科町公民館（教育委員会  社会教育人権政策係）　有線 4000

教育委員会

教育委員会

人権が尊重される社会 人権だより 人権センター(社会教育人権政策係)

高齢者の人権について
高齢者の尊厳を守るには
　ここ数年、高齢者の人権が侵されるような事例が多発して
います。高齢者に対する虐待、介護放棄、不当な財産処分、
悪徳商法や振り込め詐欺などといった事件が後を絶ちません。
　現代社会の中で高齢者に対する尊敬の念や感謝の心が希
薄となったことも原因の一つですが、核家族化が進む中で、
高齢者の独居や夫婦二人だけの世帯が増えていることなど、
生活環境の変化も大きな要因と思われます。
　こうした事件をなくし、高齢者の尊厳を守るためには、高
齢者のこれまで果たしてきた社会的役割の重要さや、加齢
に伴う肉体的・精神的衰え、不安などを正しく理解・認識す
ることが不可欠です。地域社会全体で高齢者と共に支え合
いながら生きるという意識を持ち、学校教育・社会教育を
通じて幅広い啓発活動を行っていくことが求められています。
深刻化する高齢者虐待
　2011（平成23）年度の厚生労働省の調査によれば、家
庭内で虐待を受けた高齢者のうち女性が76.5％、男性が
23.4％となっています。女性の割合が多いのは、社会的・
経済的に弱い立場にあるためと思われます。
　特に、介護を必要とする75歳以上の「後期高齢者」の
虐待が多くなっています。

　少子化など、社会の変化により、家族の介護負担が大き
くなっており、ストレスなどから虐待に走ってしまうケー
スが増えていると思われます。また、養介護施設従事者な
どによる高齢者虐待も増えています。
認知症高齢者の人権
　認知症は、脳内疾患やアルツハイマー病など、脳の器質的
な変化により起こる病気です。認知能力の一部が損なわれる
と、人は周りから見れば理解できない行動をとることがあり
ます。そのため周囲の人たちは、しばしばその人の全人格が
失われてしまったと思いがちですが、これは誤った考えです。
　実際には、たとえ認知能力の一部に支障をきたしていた
としても、多くの場合感情などが失われているわけではあ
りません。自尊心を傷つけるような態度をとられれば、悲
しい気持ちになったり、怒りを感じたりするのは当然です。
　認知症が原因でさまざまなトラブルが発生しますが、本
人にとっては理由のある行動だったりします。介護に当た
る家族や養介護施設の職員はもちろん、地域ぐるみで認知
症について正しく理解し、適切な対応をしていくことが認
知症の高齢者の尊厳を守っていくことにつながります。

参考：（公財）人権教育啓発推進センター「高齢者と人権」より
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今
春
四
月
か
ら
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
「
新
制
度
」
に
よ
っ
て
、
親お

や

御ご

さ
ん
の

働
き
方
と
子
育
て
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
が
利

用
し
易や

す

く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
保
育
・
教
育

の
場
が
増
え
、
待
機
児
童
が
減
少
し
ま
す
。
さ

ら
に
ま
た
、
多
子
世
帯
の
保
育
料
が
軽け

い

減げ
ん

さ
れ

ま
す
。
─
「
新
制
度
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な

地
域
子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
諸
事

業
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
幸
福
に
縁え

ん

遠ど
お

い
と
嘆な

げ

く
人
に
は
、
万よ

ろ
ずに
期
待

し
過
ぎ
る
傾
向
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
で

も
な
お
、
幼
児
期
に
お
け
る
保
育
・
教
育
の

「
量
の
拡
充
」
と
「
質
の
向
上
」
を
目
ざ
す

「
新
制
度
」
に
、
大
い
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　
と
同
時
に
、
こ
の
新
し
い
制
度
に
対
し
て
、

教
育
相
談
の
立
場
か
ら
「
一い

ち

抹ま
つ

の
不
安
」
を
感

じ
、「
新
制
度
」
下
に
お
け
る
保
育
の
状
況
に

強
い
関
心
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
、
20
数
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
「
新
制
度
」

の
説
明
書
「
み
ん
な
が
、
子
育
て
し
や
す
い
国

へ
。
す
く
す
く
ジ
ャ
パ
ン
！
」（
内
閣
府
・
文

部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
）
を
一
読
し
た
と
き
、

「
一
抹
の
不
安
」
が
脳の

う

裏り

を
か
す
め
、
ふ
と
、

「
お
上か

み

の
事
に
は
間ま

ち

違が
い

は
ご
ざ
い
ま
す
ま
い
か

ら
」（
原
文
の
ま
ま
）
と
い
う
、
40
年
以
上
も

昔
に
読
ん
だ
小
説
（「
最
後
の
一
句
」
森も

り

鴎お
う

外が
い

）

の
一
文
を
思
い
起
こ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
言
葉
は
、
江
戸
時
代
（
元
文
３
年
）、

気
の
毒
な
厄や

く

難な
ん

に
よ
っ
て
死
罪
を
申
し
付
け
ら

れ
た
、
父
親
の
船
乗
り
業
、
桂
屋
太
郎
兵
衛
の

助じ
ょ

命め
い

嘆た
ん

願が
ん

を
申
し
出
た
５
人
兄
弟
の
長
女
、
い

ち
（
16
歳
）
が
、
奉
行
所
の
白し

ら

州す

で
最
後
に
申

し
述
べ
た
も
の
で
す
。

　
い
ち
と
幼
い
弟
妹
の
嘆
願
は
、
中
絶
し
て
い

た
大だ

い

嘗じ
ょ
う

会え

の
執し

っ

行こ
う

と
い
う
偶ぐ

う

然ぜ
ん

に
よ
っ
て
、

期き

せ
ず
し
て
叶か

な

い
ま
し
た
。

　
後
日
、
父
親
は
御ご

赦し
ゃ

免め
ん

に
な
っ
た
の
で
す
が
、

作
者
、
森
鴎
外
は
、「
そ
の
場
に
い
た
城
代
や

奉
行
、
与
力
の
心
の
中
に
は
、
た
だ
氷
の
よ
う

に
冷
や
や
か
で
、
刃や

い
ばの
よ
う
に
鋭
い
、
い
ち
の

申
し
立
て
の
最
後
の
言
葉
が
反は

ん

響き
ょ
うし
、
献け

ん

身し
ん

の

中
に
潜ひ

そ

む
反
抗
の
鋒

ほ
こ
さ
きは

、
役
人
一
同
の
胸
を

も
刺
し
た
。」
と
書
い
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
に
つ
い

て
の
説
明
を
、
他
市
町
村
の
保
育
士
や
保
育
行

政
に
携た

ず
さわ
っ
て
い
る
方
か
ら
聴
い
た
と
き
も
、

や
は
り
、
い
ち
の
、「
お
上か

み

の
事
に
は
間ま

ち

違が
い

は

ご
ざ
い
ま
す
ま
い
か
ら
」
と
い
う
冷
や
や
か
な

一
句
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
説
明
し
た
方
も
、

「
新
制
度
」
へ
の
大
き
な
期
待
と
共
に
、「
一
抹

の
不
安
」
を
抱い

だ

い
て
お
り
、
そ
の
不
安
が
伝

わ
っ
て
き
た
の
で
す
。

　
「
新
制
度
」
の
内
容
を
聴
き
な
が
ら
、
頭
の

中
を
、
国
の
政
治
及
び
行
政
に
対
す
る
疑
問
や

心
配
、
期
待
、
信
頼
、
楽
観
な
ど
、
相
反
す
る

様
々
な
感
情
が
渦う

ず

巻ま

い
て
い
ま
し
た
。

　
居
並
ぶ
役
人
一
同
の
胸
を
刺
し
た
、
い
ち
の

反
抗
の
鋒

ほ
こ
さ
きを
感
じ
な
が
ら
も
、
い
ち
の
言
葉

そ
の
ま
ま
に
、
国
の
施し

策さ
く

に
間
違
い
は
あ
る
ま

い
、
そ
し
て
、
一
介
の
教
育
相
談
員
が
、
日
本

を
先
導
す
る
有
能
な
リ
ー
ダ
ー
諸し

ょ

兄け
い

が
下く

だ

し
た

判
断
と
方
向
性
を
危あ

や

ぶ
む
こ
と
は
な
い
、
と
考

え
て
い
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
再さ

い

三さ
ん

申
し
上
げ
て
い
ま
す
が
、
確

か
に
、「
一
抹
の
不
安
」
が
あ
り
ま
す
。

　
親
御
さ
ん
に
は
、
そ
の
点
を
自
覚
し
た
上
で
、

「
新
制
度
」
を
活
用
す
る
姿
勢
が
肝か

ん

要よ
う

か
と
存

じ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
姿
勢
を
欠
き
ま
す
と
、

何
年
か
後
に
、「
あ
の
時
、
も
っ
と
子
ど
も
に

向
き
合
え
ば
よ
か
っ
た
。
子
ど
も
を
親
の
都
合

や
生
活
ペ
ー
ス
に
巻ま

き
込
ん
で
し
ま
っ
た
。」

と
悔く

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
そ
の
「
一
抹
の
不
安
」
と
は
、
子
ど
も
の
た

め
の
「
新
制
度
」
な
の
か
…
…
、
子
ど
も
の

「
心
の
育
ち
」
を
大
切
に
し
た
「
新
制
度
」
に

な
る
の
か
…
…
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
と
申
し
ま
す
の
は
、
子
育
て
を
社
会
全
体
で

支
え
、
親
御
さ
ん
の
子
育
て
の
負
担
を
軽
減
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
本

来
、
子
ど
も
と
親
の
関
係
に
お
い
て
起
こ
る
べ

き
こ
と
が
、
起
こ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
か
ら
で
す
。

　
そ
し
て
、
子
ど
も
と
親
の
間
で
起
こ
る
べ
き

こ
と
が
、
多
く
の
場
合
、
子
ど
も
と
保
育
士
の

間
で
起
こ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
が
、
親

シリーズ　一緒に考えましょう！

立科町教育相談員　岩上起美男

「子ども・子育て支援新制度」、
一
いち

抹
まつ

の不安

教育委員会相談時間等

●立科小学校/午前９時〜午前11時30分 
　電話 56−3131 （呼）・有線2190（呼）
●立科中学校／午後２時〜午後５時
　電話 56−1076（呼）・有線2251（呼）
●立科町児童館／
　午前 11時40分〜午後１時30分
　電話 56−0303（直通）
　有線 8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
　教頭先生へご連絡をお願いします。

月・水・金曜日
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育
て
る
こ
と
を
任に

ん

務む

と
す
る
保
育
士
と
は
、

担に
な

っ
て
い
る
役
割
が
根
本
的
に
違
い
ま
す
。

　
夕
刻
、
親
の
迎
え
を
待
ち
わ
び
る
園
児
の
寂さ

び

し
さ
を
心
か
ら
癒い

や

せ
る
の
は
、
親
だ
け
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
保
育
士
の
方
に
は
失
礼
で
す

が
、
保
育
士
に
は
、
そ
れ
を
ま
ぎ
ら
す
こ
と
は

で
き
て
も
、
親
と
同
じ
よ
う
に
癒
す
こ
と
は
で

き
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
保
育
士
が
い

か
に
研
修
を
重
ね
、
い
か
に
献け

ん

身し
ん

的
に
頑
張
っ

て
も
不
可
能
で
し
ょ
う
。

　
児
童
の
福
祉
・
厚
生
事
業
に
か
か
わ
っ
て
い

る
方
か
ら
、
次
の
よ
う
な
話
を
聴
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
「（
あ
る
母
親
か
ら
伺う

か
が

っ
た
話
で
す
が
、）
そ

の
母
親
は
、
上
の
子
２
人
は
１
歳
か
ら
、
保
育

園
に
預あ

ず

け
て
い
ま
し
た
。
仕
事
に
追
わ
れ
て
い

た
の
で
す
。
末
の
子
は
、
時
間
的
な
余
裕
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
年
少
か
ら
入
園
し
ま
し
た
。

す
る
と
、
上
の
子
を
育
て
た
経
験
が
あ
る
は
ず

な
の
に
、
末
っ
子
の
入
園
前
の
育
児
の
ほ
と
ん

ど
が
初
め
て
の
よ
う
に
感
じ
、
戸と

惑ま
ど

っ
た
そ
う

で
す
。
下
の
子
の
育
児
を
通
し
て
、
上
の
子
の

と
き
は
、
保
育
園
に
頼
り
っ
き
り
で
、
母
親
と

し
て
の
自
分
の
役
割
の
多
く
を
、
保
育
士
の
方

に
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
に
、
あ
ら
た

め
て
気
づ
い
た
そ
う
で
す
。」

　
同
じ
よ
う
な
体
験
を
語
る
母
親
は
少
な
く
な

い
そ
う
で
す
が
、
親
の
役
割
を
保
育
士
に
依い

存ぞ
ん

は
ほ
と
ん
ど
触ふ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
言
及
さ
れ
て
い
な
い
デ
メ
リ
ッ
ト
こ
そ
、

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ウ
ト
」
で
す
。

　
親
と
保
育
士
は
、
乳
幼
児
期
に
お
け
る
子
育

て
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

子
ど
も
の
成
長
に
か
か
わ
り
、
そ
の
大
変
な
営

み
を
通
し
て
、
親
（
保
育
士
）
と
し
て
の
自
分

も
成
長
す
る
、
と
い
う
共
通
す
る
目
的
と
役
割

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
親
と
保
育
士
の
役
割

に
は
決
定
的
に
異こ

と

な
る
点
が
あ
り
ま
す
。

　
衣
食
住
や
安
全
、
承
認
、
愛
情
な
ど
、
我
が

子
の
「
人
間
と
し
て
の
基
本
的
な
欲
求
」
の
充

足
に
責
任
を
持
ち
、
我
が
子
に
無
条
件
の
愛
情

を
抱
い
て
、
我
が
子
に
、「
か
け
が
え
の
な
い
、

無
二
の
存
在
」
と
し
て
接
す
る
親
と
、
親
か
ら

の
委い

託た
く

を
受
け
て
、
集
団
と
時
間
と
い
う
制
約

の
中
で
、
親
の
代か

わ
り
に
保
育
を
す
る
こ
と
、

す
わ
な
ち
、
園
児
の
健
康
と
安
全
に
配
慮
し
、

心
身
共
に
健す

こ

や
か
で
、
調
和
の
と
れ
た
園
児
を

と
の
無
条
件
の
信
頼
関
係
を
築き

ず

く
こ
と
が
で
き

ず
、
そ
の
結
果
、
子
ど
も
の
「
心
の
育
ち
」
に

も
悪あ

く

影え
い

響き
ょ
うを
及
ぼ
す
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
成
長
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
極き

わ

め
て

重
要
な
問
題
で
す
の
で
、「
新
制
度
」
に
関
す

る
多
く
の
方
の
「
一
抹
の
不
安
」
は
、
こ
の
一

点
に
集
中
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
か
つ
て
、
毎
年
佐
久
の
地
を
訪
れ
、
講
演
や

演
習
、
事
例
研
究
な
ど
を
通
し
て
、
長
野
県
の

教
職
員
に
臨り

ん

床し
ょ
う

心し
ん

理り

学が
く

及
び
箱
庭
療
法
、
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
手
ほ
ど
き
を
さ
れ
た
京
都
大

学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
教
授
、
岡お

か

田だ

康や
す

伸の
ぶ

先

生
が
、
こ
の
問
題
を
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ウ

ト
」（
起
こ
る
べ
き
関
係
に
お
い
て
起
こ
る
べ

き
こ
と
が
起
こ
ら
ず
、
他
と
の
関
係
に
お
い
て

起
こ
る
こ
と
、
も
し
く
は
、
他
と
の
関
係
に
お

い
て
も
起
こ
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
た
め

に
生
ず
る
成
長
上
の
問
題
）
と
指し

摘て
き

し
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ウ
ト
」
の
事

例
に
は
枚ま

い

挙き
ょ

に
い
と
ま
が
な
く
、
先
生
は
、

「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ウ
ト
」
は
今
日
の
学
校
教

育
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る
様
々
な
現
象
の
根こ

ん

幹か
ん

に
あ
る
深
刻
な
問
題
と
も
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
お
よ
そ
、
育
児
及
び
保
育
、
教
育
に
お
い
て

は
、
必
ず
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
不
幸
に
し
て

起
こ
り
得
る
デ
メ
リ
ッ
ト
に
対
す
る
注
意
や
配は

い

慮り
ょ

が
不
可
欠
で
す
。
と
こ
ろ
が
、「
新
制
度
」

の
説
明
書
を
読
む
限
り
、
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

は
述
べ
て
い
ま
す
が
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
る
親
御
さ
ん
は
、

仕
事
や
生
活
に
追
わ
れ
る
繁は

ん

忙ぼ
う

な
日
々
で
も
、

親
で
あ
る
自
分
と
我
が
子
の
間
で
起
こ
る
べ
き

こ
と
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ウ
ト
」

の
自
覚
が
乏と

ぼ

し
い
親
御
さ
ん
は
、
子
ど
も
が
一

日
10
時
間
以
上
、
保
育
園
で
過
ご
す
こ
と
を
当

然
と
考
え
て
お
り
、
子
ど
も
の
気
持
ち
を
慮

お
も
ん
ば
か

る
こ
と
も
少
な
く
、
勢い

き
おい
、
家
庭
の
生
活
も
親

の
ペ
ー
ス
に
な
る
傾け

い

向こ
う

が
あ
る
よ
う
で
す
。
そ

の
た
め
、
日
常
的
な
夜よ

更ふ

か
し
朝あ

さ

寝ね

坊ぼ
う

に
よ
っ

て
、
４
～
５
歳
ま
で
に
覚
え
さ
せ
た
い
「
睡す

い

眠み
ん

覚か
く

醒せ
い

リ
ズ
ム
」
が
確
立
し
て
い
な
い
子
も
い
る

の
だ
そ
う
で
す
。

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
の
実じ

っ

施し

に
当
た
っ
て
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ア
ウ
ト
」
に

留
意
さ
れ
、
乳
幼
児
期
に
お
け
る
子
育
て
の
大

切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
親
（
家
庭
）
と
保
育

士
（
保
育
園
）
が
「
車し

ゃ

軸じ
く

の
両り

ょ
う

輪り
ん

」
に
な
り
、

お
互
い
に
信
頼
し
、
お
互
い
の
役
割
を
理
解
し
、

認
め
合
い
、
補お

ぎ
ない
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど

も
を
健
や
か
に
育は

ぐ
くむ

保
育
が
実じ

っ

践せ
ん

さ
れ
ま
す
こ

と
を
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
と
こ
ろ
、
な
ぜ
か
、
心
の
奥
底
に
永
く

潜せ
ん

伏ぷ
く

し
、
つ
い
ぞ
表
に
出
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、

「
お
上か

み

の
事
に
は
間ま

ち

違が
い

は
ご
ざ
い
ま
す
ま
い
か

ら
」
と
い
う
言
葉
が
、
頭
の
片か

た

隅す
み

に
こ
び
り
つ

い
て
、
な
か
な
か
消
え
ま
せ
ん
…
…
。
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松くい虫伐採事業を行っています ─松林所有の皆様へ─ 農林係
　町では、松くい虫の被害拡大及び枯損木の倒壊による二次
被害を予防するため伐採を行っています。
　この事業では、国の補助制度を活用し、対象松林内（私有
林含む）において、被害木の処理を行っています。（山林内
に限定されており、また、予算に限りがあるため被害木全て
が伐採されないこともあります。）
　この事業の実施にあたり、所有者の方にご連絡なく被害木
を処理しますが、ご理解とご協力をお願いします。
　また、山林外（墓地・宅地等）の被害木については下記補
助事業をご活用ください。

里親農業者さんをご紹介します

山林外  松くい虫防除伐採補助金について
　山林外（墓地・宅地等）の松くい虫被害木について、業者等に委託し、伐採した経費に対し、予算の範囲
内で補助金を交付します。補助額は処理経費の２分の１以内（10万円限度）です。
　詳しくは農林係（56－2311）までお問合せください。

●「里親農業者」って何？
　長野県の「新規就農里親制度」により、「里親農業者」として登録された農家さんのことです。
　里親農業者に認定されると、新規就農を希望する方に対して、農業を始めるための基礎的な技術や就農までの
様々な課題について、マンツーマンで指導や支援を行っていただきます。
　立科町では、現在８名の方が里親農業者として登録されており、これまで県内で200人以上の方が、この制度
を利用して就農されています。

●里親農業者 File.1　栁澤秀雄さん（五輪久保）
Q1  主にどのような農業をされていますか？
　りんごの専作をしています。ふじ、つがるを中心に、シナノドルチェ、紅玉、秋映など、10種類近い品種を栽
培しています。

Q2  里親農業者に登録した理由は何ですか？
　農協の果樹部会の役員をやっており、これまでの資料を見返してみたところ、立科町のりんご栽培面積は１年
間で1.5haほど減少を続けていることを知りました。このままでは立科のりんごが終わってしまうという危機感
を感じ、新たに担い手を集めようと里親農業者に登録しました。

Q3  新規就農者の方々に期待することは何ですか？
　りんごの名産地として、生産を続けてくれることを期待しています。一度町の外で働いて、仕事を辞めて実家
の農業を継いだ私自身の経験もあるのですが、一度町の外でお勤めになった方が転職先をお考えの際に、りんご
農家という選択肢もあることを知っておいてほしいと思います。

Q4  町農業への想いをお聞かせください。
　農家それぞれが、やれることをやっていかないと、このままでは町の農業が大変なことになるという危機感が
まずあります。りんごに限らず、お米も野菜もおいしいので、求めている人たちに確実に届けることができるよ
う、生産量を減らさずにやっていきたいと思います。

お知り合いの方で、立科町への里親就農をお考えの方がいらっしゃいましたら、役場農林係へお問合せください。

農林係



行政相談委員に浦野喜芳さん
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　町では田舎暮らしを支援するために、再利活用できる
「空き家」を募集しています。
　広く住民の皆様方から情報をいただくために、固定資産
税の納入通知書に「資産の有効活用しませんか？空き家バ
ンク登録物件募集中！」のチラシを同封いたしました。
　現在町外から「立科町に住みたい、住んでみたい」とい
う希望者が大勢いますが、この皆様方の希望に添えていな
いのが実態です。まだまだ、再利活用できる住宅が不足し
ていますので「売りたい・貸したい」希望の住宅がありま
したら、企画振興係までご連絡をお待ちしています。

空き家バンクに登録して、資産の有効活用しませんか！
再利活用できる住宅募集中！ 企画振興係

申請 登録調査[町] 再利活用決定[資産の有効活用]

提供していただく住宅情報

流　　れ

住宅所有者の住所、氏名、電話番号、空き家の所在地等

お問合せ先　立科町役場　企画振興係　　電話  56−2311　有線2311　FAX 56−2310

　
町
で
は
、
町
内
商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

中
小
企
業
者
や
個
人
事
業
主
の
方
に
対
す
る
融

資
制
度
や
補
助
金
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
町
の
融
資
制
度
は
、
設
備
の
導
入
資
金
や
経

営
安
定
の
た
め
の
運
転
資
金
、
借
換
え
資
金
と

し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
貸
付
金
は
、
全

額
信
用
保
証
協
会
の
保
証
付
き
で
、
長
期
・
固

定
・
低
利
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
保
証
料
の
補

助
や
利
子
補
給
等
も
行
っ
て
お
り
、
有
利
な
制

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
は
、
生
産
効
率
向
上
の
た
め
の
設
備

導
入
、
従
業
員
の
福
利
厚
生
の
た
め
に
設
置
す

る
休
憩
施
設
等
や
地
場
産
品
の
開
発
、
又
は
そ

の
振
興
の
た
め
の
事
業
等
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

　
制
度
に
よ
っ
て
は
、
申
請
前
に
事
業
に
着
手

し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
総
合
政

策
課
ま
た
は
立
科
町
商
工
会
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

お
問
合
せ
先

役
場
企
画
振
興
係　
電
話
５
６
─
２
３
１
１

立
科
町
商
工
会　
　
電
話
５
６
─
１
０
０
４

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

商
工
業
振
興
の
た
め
の

融
資
、
補
助
金
等
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

企画振興係

総務財政係

　行政相談委員として、活躍をされている浦野喜芳さんがこの度引き続き、総務大臣から委嘱
されました。
　「行政相談」とは、皆さんから、国の役所や独立行政法人及び特殊法人が行っている仕事に
関する苦情や意見・要望をお聴きして、その解決や実現を図るものです。この身近な窓口が行
政相談委員です。
　行政相談委員は、老人福祉センターで行われる心配ごと相談日のほか、自宅でも皆さんのご
相談に応じていますので、お気軽にご相談ください。なお、相談は無料で秘密は守られます。

浦
うら

野
の

喜
き

芳
よし

さん
住所
立科町大字牛鹿
2330
電話
56－2445
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機
構
改
革

○‌�

町
づ
く
り
推
進
課
と
産
業
振
興
室
を
統
合
し

て
総
合
政
策
課
と
な
り
、
地
域
企
画
係
が
企

画
振
興
係
と
な
り
ま
し
た
。

○‌�

庶
務
係
と
財
政
係
を
統
合
し
て
総
務
財
政
係

と
な
り
ま
し
た
。

○‌�

住
民
係
と
福
祉
係
を
統
合
し
て
住
民
福
祉
係

と
な
り
ま
し
た
。

総　
務　
課

　
総
務
課
長
（
兼
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長
）

　
長
坂　
徳
三
（
議
会
事
務
局
長
）

◆
総
務
財
政
係

　
総
務
財
政
係
長　
田
口　
仁

　
（
総
務
課
財
政
係
）

　
伊
藤　
千
織
（
総
務
課
庶
務
係
）

　
岩
下　
洋
平
（
総
務
課
庶
務
係
）

　
市
川　
知
佳
（
総
務
課
税
務
係
）

　
小
渕　
正
弘
（
総
務
課
財
政
係
）

　
土
屋　
孝
大
（
新
規
採
用
）

　
武
重　
栄
吉
（
再
任
用
職
員
）

◆
税
務
係

　
宮
㟢　
文
子

　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
人
権
政
策
係
）

　
淺
川　
涼
祐
（
新
規
採
用
）

　
市
川　
清
子
（
再
任
用
職
員
）

総
合
政
策
課

　
総
合
政
策
課
長　
齊
藤　
明
美

　
（
総
務
課
財
政
係
長
）

　
企
画
調
整
幹　
中
村　
茂
弘

　
（
産
業
振
興
室
長
）

◆
企
画
振
興
係

　
企
画
振
興
係
長　
芝
間　
雅

　
（
総
務
課
財
政
係
）

　
今
井　
盛
靖
（
派
遣
終
了
・

�
長
野
県
企
画
振
興
部
市
町
村
課
行
政
係
）

　
竹
城　
義
彦
（
町
づ
く
り
推
進
課
地
域
企
画
係
）

　
井
出　
文
香
（
長
野
県
か
ら
派
遣
）

　
柳
澤　
哲
也
（
産
業
振
興
室
）

◆
温
泉
係

　
温
泉
係
長
兼
支
配
人　
六
川　
孝
幸

　
（
任
期
付
採
用
職
員
）

町　
民　
課

　
町
民
課
長　
青
井　
義
和

　
（
町
づ
く
り
推
進
課
長
）

◆
住
民
福
祉
係

　
住
民
福
祉
係
長　
羽
田　
徹
也

　
（
町
民
課
福
祉
係
）

　
土
屋　
清
子
（
町
民
課
住
民
係
）

　
高
橋
枝
利
子
（
社
会
福
祉
協
議
会
出
向
）

　
今
井　
大
地
（
町
民
課
福
祉
係
）

　
笹
井　
深
世
【
保
健
師
】（
町
民
課
福
祉
係
）

◆
環
境
保
健
係

　
環
境
保
健
係
長　
羽
場　
雅
敏

　
（
町
民
課
環
境
保
健
係
）

　
田
中　
　
真
（
建
設
課
上
下
水
道
係
）

農　
林　
課

◆
農
林
係

　
中
島　
大
輔
（
町
民
課
住
民
係
）

　
上
野　
　
純
（
新
規
採
用
）

建　
設　
課

　

‌�

建
設
課
長　
片
桐　

栄
一
（
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
長
補
佐
兼
社
会
教
育
人
権
政
策
係
長
）

◆
上
下
水
道
係

　
上
下
水
道
係
長　
今
井　
裕
治

　
（
町
づ
く
り
推
進
課
地
域
企
画
係
）

　
山
浦　
順
子
（
町
民
課
福
祉
係
）

　
大
角　
守
男
（
再
任
用
職
員
）

会　
計　
室

　
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長　
総
務
課
長
兼
務

◆
会
計
係

　
山
浦　
聡
子
（
町
民
課
環
境
保
健
係
）

議
会
事
務
局

　
議
会
事
務
局
長　
遠
山　
一
郎

　
（
総
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
）

教
育
委
員
会

◆
社
会
教
育
人
権
政
策
係

　
社
会
教
育
人
権
政
策
係
長　
竹
重　
和
明

　
（
町
民
課
環
境
保
健
係
長
）

　
宮
下　
博
光
（
社
会
福
祉
協
議
会
研
修
）

◆
立
科
小
学
校

　
西
野
入
英
子
（
た
て
し
な
保
育
園
調
理
員
）

◆
教
育
委
員
会
付

　
小
林　
瞳
（
た
て
し
な
保
育
園
保
育
士
）

た
て
し
な
保
育
園

　
金
子　
恵
利
子
（
立
科
小
学
校
調
理
員
）

　
丸
山　
智
子
（
新
規
採
用
）

派
遣
職
員

・
長
野
県
観
光
部
観
光
誘
客
課
へ
派
遣
研
修

　
大
澤　
隆
英
（
観
光
課
観
光
係
）

３
月
31
日
付
退
職
職
員
・
派
遣
終
了

◆
退
職
職
員

　
笹
井　
恒
翁
（
総
務
課
長
）

　
羽
場　
幸
春
（
町
民
課
長
）

　
市
川　
清
子
（
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長
）

　
武
重　
栄
吉
（
建
設
課
長
）

　
大
角　
守
男

　
（
建
設
課
長
補
佐
兼
上
下
水
道
係
長
）

　
寺
島
千
恵
子
（
観
光
課
観
光
係
）

　
山
浦　
美
佐
子
（
町
民
課
福
祉
係
長
）

　
一
之
瀬
容
子

　
（
教
育
委
員
会
子
育
て
教
育
係
）

　
片
岡　
雅
也

　
（
町
づ
く
り
推
進
課
地
域
企
画
係
）

　
大
森　
正
志
（
総
務
課
税
務
係
）

　
今
井　
正
靖

　
（
町
づ
く
り
推
進
課
温
泉
係
長
・
再
任
用
）

　
荻
原　
邦
久
（
建
設
課
建
設
係
・
再
任
用
）

　
岩
下　
弘
幸
（
産
業
振
興
室
・
再
任
用
）

職
員
人
事
異
動
平
成
27
年
４
月
１
日
付

（　
）
内
は
旧
職
名
・
前
所
属
等
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（
敬
称
略
）

◆
小
学
校
・
転
出
者　
（　
　
）
内
は
異
動
先

 

教
頭

　
土
屋　
雅
史
（
軽
井
沢
西
部
小
学
校
）

　
後
藤　
千
鶴
（
野
沢
小
学
校
）

　
斉
藤
安
紀
子
（
阿
智
第
二
小
学
校
）

　
本
藤
満
美
子
（
裾
花
小
学
校
）

　
齋
藤
み
な
み
（
立
科
中
学
校
）

　
斉
藤　
陽
平
（
中
野
小
学
校
）　

　
土
屋　
裕
子
（
佐
久
平
浅
間
小
学
校
）

　
◆
小
学
校
・
転
入
者　
（　
　
）
内
は
前
任
校

 

教
頭

　
百
瀬　
顕
正

　
（
中
信
教
育
事
務
所
）

　
市
川　
包
雄
（
美
南
ガ
丘
小
学
校
）

　
猿
谷　
啓
子
（
野
沢
小
学
校
）

　
坂
口　
　
槙
（
新
任
）

　
寺
島　
明
里
（
岡
谷
小
学
校
）

　
松
崎
麻
奈
美
（
御
代
田
南
小
学
校
）

　
小
林
由
紀
子
（
水
明
小
学
校
）

　
岩
下
ゆ
り
子
（
中
佐
都
小
学
校
）

　
竹
重
か
な
子
（
小
諸
東
中
学
校
）

◆
中
学
校
・
転
出
者　
（　
　
）
内
は
異
動
先

 

教
頭

　
細
萱　
　
昇
（
北
御
牧
中
学
校
）

　
太
田
真
由
美
（
佐
久
市
東
中
学
校
）

　
大
池　
文
夫
（
芦
原
中
学
校
）

　
木
内　
瑞
穂
（
北
相
木
小
学
校
）

　
日
高　
美
奈
（
岩
村
田
高
校
）

　
北
沢　
由
佳
（
青
木
中
学
校
）

　
武
藤　
彩
乃
（
小
海
中
学
校
）

　
◆
中
学
校
・
転
入
者　
（　
　
）
内
は
前
任
校

 

教
頭

　
牛
山　
高
彦

　
（
高
遠
青
少
年
自
然
の
家
）

　
中
島　
　
萌
（
新
任
）

　
北
沢　
洋
子
（
芦
原
中
学
校
）

　
齋
藤
み
な
み
（
立
科
小
学
校
）

　
畑
田　
美
緒
（
泉
小
学
校
）

　
小
林　
由
美
（
佐
久
東
中
学
校
）

小
中
学
校
転
出
・
転
入
職
員

　
真
瀬
垣
妙
子
（
産
業
振
興
室
・
再
任
用
）

　
今
井　
市
代

　
（
教
育
委
員
会
子
育
て
教
育
係
児
童
館
長
・

再
任
用
）

◆
派
遣
終
了

　
上
前　
知
洋

　

‌�（
県
か
ら
派
遣
終
了
・
長
野
県
産
業
労
働
部

産
業
政
策
課
サ
ー
ビ
ス
産
業
振
興
室
へ
）

国民健康保険の加入者の皆様へ

国民健康保険を脱退した場合は届出をお願いします
　会社等の健康保険加入により、国民健康保険から脱退した場合、国保資格は自動的に喪失にはなりません。
次の３つをお持ちになり、異動があった日から14日以内に町民課環境保健係まで届出をお願いします。

● 別世帯の方が手続きされる場合は、委任状が必要です。

届け出が遅れると…

※ 健康保険が変わった方全員分

①国民健康保険証※ ③印　　鑑②会社等の健康保険証※

　会社等の健康保険と国民健康保険の両方に加入している状態になり、保険料に加え、国民健康保険税が二
重に請求されることになってしまいます。
　また、会社等の健康保険への加入日以降に国民健康保険の保険証を使用して受診すると、町が負担した医療費
を返納していただくことになりますので、必ず国民健康保険からの脱退の届出をし、保険証をお返しください。

国民健康保険

会社などの健康保険
二重に請求

⇧ 異動日（会社等の健康保険加入日）

⎫
⎬
⎭

環境保健係
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IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

「
長
野
県
子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
４
月
か
ら
開
設
し
ま
し
た

　
「
長
野
県
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
の
支
援
に

関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
さ
ま
ざ

ま
な
相
談
に
応
じ
る
「
長
野
県
子
ど
も
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
４
月
に
県
庁
内
に
開
設
し
ま
し
た
。

子
ど
も
が
抱
え
る
友
だ
ち
や
家
族
と
の
悩
み
、

保
護
者
が
抱
え
る
子
育
て
の
不
安
な
ど
に
幅
広

く
対
応
す
る
相
談
窓
口
で
す
。
秘
密
は
必
ず
守

り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
方
法

（
１
）
電
話

０
８
０
０
─
８
０
０
─
８
０
３
５

（
子
ど
も
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
・
無
料
）

０
２
６
─
２
２
５
─
９
３
３
０
（
大
人
用
）

（
２
）
メ
ー
ル

kodom
o-shien@

pref.nagano.lg.jp

※
相
談
で
き
る
時
間

月
～
土　
午
前
10
時
～
午
後
６
時

（
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み
）

お
知
ら
せ

T
A
T
E
S
H
IN
A
 IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

お
問
合
せ
先

長
野
県　
県
民
文
化
部　
こ
ど
も
・
家
庭
課

電
話　
０
２
６
─
２
３
５
─
７
０
９
５

e-m
ail　

kodom
o-katei@

pref.nagano.lg.jp

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

「
し
あ
わ
せ
信
州
食
品
開
発
セ
ン

タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

　
長
野
県
の
強
み
を
活
か
し
た
新
し
い
高
付
加

価
値
食
品
づ
く
り
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
目

指
し
て
、
こ
の
４
月
、
長
野
市
の
工
業
技
術
総

合
セ
ン
タ
ー
食
品
技
術
部
門
に
「
し
あ
わ
せ
信

州
食
品
開
発
セ
ン
タ
ー
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。

　
健
康
長
寿
志
向
の
食
品
や
県
産
農
産
物
を
活

用
し
た
食
品
な
ど
、
信
州
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
食
品
開
発
を
支
援
し
ま
す
。

こ
ん
な
場
面
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

・‌�

商
品
企
画
相
談
（
加
工
技
術
の
相
談
、
委
託

研
究
）

・‌�

試
作
加
工
（
試
作
加
工
装
置
の
利
用
、
加
工

委
託
）

・‌�

試
作
評
価
（
依
頼
試
験
、
分
析
機
器
の
利
用
、

試
食
評
価
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
）

・
商
品
化
（
テ
ス
ト
販
売
、
展
示
・
商
談
会
）

※‌�

設
備
等
の
利
用
予
約
は
２
カ
月
前
か
ら
受
け

TATESHINA INFORMATION

付
け
て
い
ま
す
。

お
問
合
せ
先

長
野
県
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
食
品
技
術
部
門

電
話 

０
２
６
─
２
２
７
─
３
１
３
８

e-m
ail　

shokuhinshiken@
pref.nagano.lg.jp

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

地
方
独
立
行
政
法
人
長
野
県
立
病
院
機
構

第
１
回
看
護
職
員

（
看
護
師
・
助
産
師
）
募
集

採
用
予
定
日　
平
成
28
年
4
月
1
日

受
験
資
格

　

‌

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
も
満
た
す
方

　
①
昭
和
31
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

　
②‌�

看
護
師
免
許
ま
た
は
助
産
師
免
許
を
有
す

る
方

　
（
来
春
ま
で
に
取
得
見
込
の
方
を
含
む
）

試
験
日　
平
成
27
年
6
月
20
日
（
土
）

試
験
会
場　
長
野
市

申
込
締
切　
6
月
3
日
（
水
）

◇‌�

詳
細
は
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
参
照
く
だ

さ
い
。

http://w
w
w
.pref-nagano-hosp.jp/

honbu/kango

お
問
合
せ
先

機
構
本
部
事
務
局
総
務
課

電
話 

０
１
２
０
─
１
７
３
─
３
１
４

IN
F
O
R
M
A
T
IO
N

平
成
28
年
歌
会
始
の
お
題
及
び

詠
進
歌
の
詠
進
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
の
歌
会
始
の
お
題
等
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
28
年
歌
会
始
の
お
題

　
「
人
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

（
注
）
お
題
は
「
人ひ

と

」
で
す
が
、
歌
に
詠
む
場

合
は
「
人
」
の
文
字
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば

よ
く
、「
人じ

ん

材ざ
い

」、「
若わ

こ

人う
ど

」
の
よ
う
な
熟
語
に

し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

詠
進
の
期
間

　
９
月
30
日
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消

印
が
９
月
30
日
ま
で
の
も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。

　
詠
進
要
領
・
注
意
事
項
・
詠
進
方
法
等
の
詳

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kunaicho.go.jp/

）
を
御
参

照
く
だ
さ
い
。
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　４月５日㈰権現山体育センターにて、スポーツ少
年団の開講式が行われました。
　今年度は、野球・剣道・柔道・バレーボールの４
単位団で59名の入団がありました。
　開講式では、各単位団代表の団員による団員綱領
唱和が行われ、今年１年間元気で楽しく活動をして
いくことを宣誓しました。

平成27年度 立科町スポーツ少年団開講式

ふるさと交流館芦田宿情報

　ふるさと交流館芦田宿には、中山道をはじめ町の歴史や文化財な
どを紹介する展示パネルが並び、地域の皆さん、街道歩きで町を訪
れる方にご利用いただいております。
　このたび、立科町の自然地形がわかる地形模型（ジオラマ）シス
テムを製作しました。この地形模型により、町の自然地形が一目瞭
然となり、例えば、郷土の先人六川長三郎がなぜ用水を確保するた
めに堰を造ったのかを理解してもらう資料として活用することもで
きます。また、町の紹介を観光や文化財を素材に、簡単な説明とそれにあわせた
写真がモニターに映し出されます。
　町の自然地形が模型により再現された姿を是非ご覧いただきたいと思います。
立科町の自然や歴史が再認識できるふるさと交流館芦田宿に、ご家族ご近所お誘
いあわせのうえ、お出かけください。皆様のお越しをお待ちしております。

ふるさと交流館芦田宿の地形模型（ジオラマ）をご覧ください。

白樺
高原便り
白樺高原総合
観光センター

　女神湖では、春の訪れを知らせるミズバ
ショウが咲き始めます。可憐なその真っ白な
花はとても人気があります。
　見頃は５月中旬頃までです。ぜひ一度お出
かけください。
　開花状況など詳しくは女神湖センター〈電
話0267（55）6210〉までお問合せください。

すずらん祭りのお知らせ
　白樺高原では、蓼科山開き・蓼科牧場開きの後すずらん祭りを開催します。お祭りの中では、山菜のてん
ぷらや、つきたてお餅のふるまい、先着で根付きすずらんと開運の駒をプレゼントします。
◆開催日時　　６月７日（日）　午前10時～　　◆場　所　　蓼科牧場前広場
◆お問合せ先　　白樺高原総合観光センター　TEL. 0267－55－6201
　また蓼科牧場は、10月下旬まで「蓼科ふれあい牧場」としてヒツジやヤギをはじめ、ミニブタやウサギ、
ポニーも放牧され、動物とふれあうことができます。今年はアルパカに代わり、かわいい子牛も仲間入りし
ますので、ぜひ遊びに来てください。
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卒業アルバム 保育園、小学校、中学校、高等学校のみなさん
ご卒園、ご卒業おめでとうございます

22広報たてしな  2015年５月

たてしな保育園（46名）

立科中学校（72名）

立科小学校（71名）

蓼科高等学校（86名）



立科町の輝くニュース フラッシュ　NEWS

ご入園・ご入学 おめでとうございます

23 広報たてしな  2015年５月

たてしな保育園（39名）

立科中学校（67名）

立科小学校（49名）

蓼科高等学校（115名）
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地
広
報
 た
て
し
な

地
球
環
境
保
全
の
た
め
、

植
物
油
イ
ン
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救急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570−08−8199

行　事　予　定 保　　　　　健　
9 土 第29回蓼北バレーボール大会

11 月 春の全国交通安全運動（～20日まで） 赤ちゃん相談室：H27.2 月生

13 水
乳児健診
４・５ヶ月児：H26.11月～12月生
10・11ヶ月児：H26.5月～6月生

15 金 子育て相談（予約制）

17 日 芦田財産区選挙

18 月 肺がんCT検診

19 火 肺がんCT検診

20 水 肺がんCT検診

25 月 パパママ教室（歯の健康について：予約制）

26 火 ３歳児健診：H24.1月～5月生

31 日 県下一斉ごみゼロ運動の日

5 月町民カレンダー
● 軽自動車税（全期）
● 介護保険料：普通徴収（第２期）
● 上下水道料金

５月の納税

3 日 ひかり医院 小諸市 0267－22－8878
鈴木医院 小諸市 0267－26－1212
御代田中央記念病院 御代田町 0267－32－4711

歯科 宮澤歯科医院 佐久市望月 0267－53－2515
4 月 高橋内科医院 小諸市 0267－23－8110

須江医院 小諸市 0267－22－2060
歯科 渡邊歯科医院 小諸市 0267－23－1100
5 火 小諸厚生総合病院 小諸市 0267－22－1070

御代田中央記念病院 御代田町 0267－32－4711
歯科 こまむら歯科診療所 佐久市望月 0267－54－2361
6 水 甘利医院 小諸市 0267－22－0729

栁橋脳神経外科 小諸市 0267－23－6131
歯科 藤巻歯科医院 小諸市 0267－23－6411

10 日 岡田医院 佐久市望月 0267－53－2123
小諸南城クリニック 小諸市 0267－26－5222
佐々木医院 小諸市 0267－22－0503
御代田中央記念病院 御代田町 0267－32－4711

歯科 武重歯科医院 佐久市望月 0267－53－4182
17 日 みまき温泉診療所 東御市北御牧0268－61－6002

小岩井整形外科 小諸市 0267－26－6788
東小諸クリニック 小諸市 0267－25－8104

歯科 歯科中島医院 御代田町 0267－32－2016
24 日 中島医院 東御市北御牧0268－67－2777

小諸病院 小諸市 0267－22－0250
由井医院 小諸市 0267－22－0327
御代田中央記念病院 御代田町 0267－32－4711

歯科 高橋歯科医院 小諸市 0267－23－2723
31 日 川西赤十字病院 佐久市望月 0267－53－3011

関医院 小諸市 0267－22－2205
歯科 コスモス歯科 御代田町 0267－31－2284

休日緊急当番医 ● 午前９時〜午後５時
　 （歯科  午前９時〜正午）

電 話 有 線

白樺高原総合観光センター 55−6201

中央公民館（事務室） 56−2311 4000

こども未来館（児童館） 56−0248 8888

老人福祉センター 56−1825 4091

立科温泉　権現の湯 56−0606 4126

連絡先

町のデータ３月 3月１日〜3月31日の状況

立科町役場  電話  56−2311  有線 2311
　　　　　  FAX  56−2310

人口 7,570（−30） 出生 1
男 3,740（−15） 死亡 5
女 3,830（−15） 転入 34

世帯数 2,830（＋  9） 転出 60

出動
件数

年間
累計

交通
事故 3 4
その他 37 108
合計 40 112

発生
件数

年間
累計

建物
火災 0 0
その他 0 0
合計 0 0

発生
件数

年間
累計

空き巣
等 2 2

乗物盗 0 1
その他 0 1

今　年 最近10年間の平均

気 

温

平　　均 3.7℃ 2.9℃
最高極日 25.1℃／31日 20.3℃／10年
最低極日 −7.4℃／24日 −8.8℃／10年

降　水　量 52.0mm 68.6mm
降水量（1〜3月） 108.5mm 142.5mm
日 照 時 間 209.2時間 200.1時間

人 口 ４月１日現在（３月31日届出まで）	 （　  ）内は前月比

気　象

救急 火災 犯罪

各種相談日
●結婚相談会
５月８日㈮
午後１時30分～３時30分
場所：老人福祉センター　機能訓練室
� 社会福祉協議会　電話56－1825

●無料法律相談
５月15日㈮
午後１時30分～４時30分
場所：老人福祉センター
相談員：土屋文男　弁護士
� 社会福祉協議会　電話56－1825


